
●モエレ山の完成について 

  
世界的に有名な彫刻家 故イサム・ノグチ氏の最後の作品であるモエレ沼公園に、
平成 14 年から造成してきた「モエレ山」が、このほど完成いたしました。 
札幌市北東部で唯一の、この山は、ふもとからの高さ 52ｍ、標高 62.4ｍの人工的
に造られたもので、東区のランドマーク（陸上の目標・目印）となるものです。 
昨年、ガラスのピラミッドをオープンさせるなど「一年を通して親子で遊べる公園」
を目指してきたモエレ沼公園に、今回モエレ山が加わったことにより、冬のスキー、
ソリ遊びなどはもちろん、夏は山肌を回遊するように設けられた階段をゆっくりと登
って、山頂から３６０度の眺望を楽しんでいただけるなど、イサム・ノグチ氏が創出
したダイナミックなスケールを、四季を通じて楽しんでいただけることと思います。 
なお、モエレ山の完成を記念して、10 月 17 日（日）にお披露目の山開きを行いま
す。 

 
１ 造成の経過 
モエレ沼公園は、公園造成に先立ち、不燃物ゴミの処分場として利用した場所で
あり、モエレ山が造られた区域は、当初から山を造成することを計画し、ゴミの層
を基盤として、札幌市内の公共工事から発生した建設残土を積み上げ、山を造ると
いう、建設副産物の有効利用により完成しました。 
 
２ 特徴 
（１）頂上は円形で、広さは 315.4 ㎡（半径＝10.02ｍ）。直径は、イサム・ノグチ氏
の生誕 100 年に当たる 2004 年に完成したことから 2004 ㎝としました。底の広さ
は約７ha（最大直径 348ｍ）。容積は 165 万? で、札幌ドームの容積（158 万? ）
とほぼ同じです。 

（２）頂上には、イサム・ノグチ氏が手掛けたパリのユネスコ本部の庭園を参考にし
て、９㎝角の石を埋め込む「ピンコロ舗装」と呼ばれる工法を採用しており、ヨ
ーロッパで見られる石畳の庭園を思わせる造りとなっています。 

（３）ふもとから登る階段は３方向（テニスコート側 299 段、ガラスのピラミッド側
410 段、野外ステージ側 242 段）で、５カ所の登り口から頂上までは、いずれも
約 10 分程度で登ることができます。 

 
３ モエレ山お披露目登山会について 
（１）日 時：平成 16 年 10 月 17 日（日）午前 10 時 

モエレ山のふもと（ガラスのピラミッド側）集合 
（２）内 容：簡単なセレモニーの後、順次登山してもらいます。なお、希望者（先

着 500 人）には、記念写真の台紙として使える「登頂証明書（１部 300
円）」を発行します。 

 
４ 今後のモエレ沼公園関連事業 
  今年度末までに、カラマツの林の中に建設中の「中央噴水」、約 500 台収容の南
側駐車場が完成し、モエレ沼公園全体の造成が完了します。 
 



 
■モエレ沼公園概要 
１ 種  別    総合公園（運動公園を兼ねる） 
２ 所  在    札幌市東区丘珠町および中沼町 
３ 事業期間    昭和 57 年度～平成 16 年度 
４ 全体面積    189ｈａ（陸地部 100ｈａ、水面部 89ｈａ） 
５ 告示面積    平成 16 年 9 月 93.0ｈａ 
６ 位置付け 
  札幌市中心部から北東約 10 ㎞に位置し、札幌市には珍しい水景の要素を持つ
面積 189haの総合公園（運動公園を兼ねる）であり、また、環状グリーンベルト
構想の北東部緑地ゾーンの拠点として位置付けられている。 
７ 特  徴 
多様化する市民のレクリエーション・ニーズに的確に対応するばかりでなく、
良好な都市景観を形成することとして整備中である。 
また、イサム・ノグチ氏のマスタープランへの参加により、公園全体が一つの
彫刻作品として計画され、ガラスのピラミッドを中心とした公園施設は、市民の
文化活動へ貢献するなど、市民のより良き体験と生活のために通年利用の公園と
なることを目的としている。 
モエレ沼公園全体の意義（処理場跡地の活用と建設副産物の有効利用）とイサ
ム・ノグチ氏のマスタープランに基づく公園造成が評価され、財団法人日本産業
デザイン振興会より、2002年度グッドデザイン大賞を受賞するなど、本市が国内
外に誇ることができる公園となった。 
８ 現在までに完成した主要施設 
①ガラスのピラミッド②プレイマウンテン③モエレビーチ④サクラの森⑤テ
トラマウンド⑥アクアプラザ⑦カラマツの林⑧野外ステージ⑨野球場⑩テニス
コート⑪陸上競技場⑫中央広場⑬東側駐車場⑭雪冷房施設 

 
■平成 16 年度事業内容 
①南側駐車場 
  約 500 台収容、主にスポーツ施設利用者の利用を目的とする。 
②中央噴水 
  カラマツの林の中央に建設。 
  直径 約 48ｍ、噴き上げ高 約 30ｍ 
  荒れ狂う海から静かな海へと変化する様子を、45 分の時間の中で表現する。（海
を表現） 

 
 

問い合わせ先 
環境局緑化推進部造園課 担当：大場・橘 
電話：２１１－２５２５ 

 


